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研究成果の概要（和文）：①減量モデルマウスを用いた解析により、エネルギー制限によって体重や脂肪組織が
減少しても血中因子は同様に変動しない可能性が示された。食事のタイミングや期間のさらなる検討が必要であ
る。②女性３世代研究における高齢女性のデータを用いた解析により、睡眠パターンと食事摂取量の関連は年代
によって異なることが示唆された。また、夜型傾向と身体機能に関するスコアの関連が示された。
③東京大学社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研究センターSSJデータアーカイブから〔「第2回 
子ども生活実態基本調査，2009」（ベネッセ教育総合研究所）〕の個票データの提供を受け、睡眠と食事に関す
るデータの二次分析を行った。

研究成果の概要（英文）：①The study by the diet model mouse suggested that although body weight and 
adipose tissue decreased by energy restriction, the same change were not shown in blood markers. 
Further studies were needed in the timing and period of diet for the healthy loss in weight.②The 
analysis on old women by the data based on a multicenter survey entitled "Three-generation Study of 
Women on Diets and Health" suggested that the associations between sleep patterns and dietary intake
 varies with generation. The night-type is associated with the physical health-related scores. 
③I tried the secondary analysis on the data, “the second research on actual life style of 
children, 2009”, which was provided by the Social Science Japan Data Archive, Center for Social 
Research and Data Archives, Institute of Social Science, The University of Tokyo.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 

人間の生理現象の概日リズムは外

的要因により 24 時間に同調されている。

この 24 時間の日内リズムを刻ませる刺

激となる「同調因子」として、朝に浴び

る光（明暗サイクル）や食事の規則性が

報告されている。したがって、本来であ

れば就寝している時刻に強い光を浴び

たり、食事の規則性が乱れたりする生活

パターンにより、体内時計に異常が生じ

ることが示唆されている。体内時計遺伝

子に異常のあるマウスでは癌やメタボ

リックシンドロームを発症しやすいこ

とが報告されている 1, 2。疫学研究におい

ても、夜型生活や睡眠不足が肥満や糖尿

病、メタボリックシンドロームに関与す

ることが報告されている 3，4。 

研究代表者はこれまでの研究により、健

康な若年女性において睡眠パターンが

夜型の群は朝型の群と比較して摂取エ

ネルギーあたりのビタミン類、ミネラル

類の摂取量が少ないことを示した 5,6。ま

た、食品の種類の選択、食事の開始時間、

食事にかかる時間、欠食率、及びテレビ

を見ながら食事する回数等の食行動に

有意な影響が認められた 6。しかしなが

ら、これらの夜型傾向の対象者に見られ

た食事摂取及び食行動の変化が肥満や

生活習慣病にどのように影響するのか

は明らかでない。 

 

２．研究の目的 

生活習慣病の発症には栄養素の過

不足だけでなく、睡眠時間や起床・就寝

時刻等の睡眠パターンや、食事時間や食

行動・食習慣など含む様々な食生活リズ

ムが密接に関与することが示唆されて

いる。しかしながら、現代社会における

人の睡眠及び食生活リズムは多様であ

り、肥満や健康との関連には未解明な部

分が多い。そこで本研究では、肥満のモ

デルマウスを用いた実験的な解析と人

を対象とした食事及び睡眠に関連する

データ解析を行い、肥満や健康における

「睡眠及び食事リズム」の関与を明らか

にする。 

 

３． 研究の方法 

① 高脂肪食誘導性肥満マウスにおける解析 

6週齢のC57BL/6マウスをHF群とN

群の 2 群に分け、HF 群には高脂肪食

（HFD-60）、N群には普通食（AIN-93G）

を自由摂取で与え、16週間飼育した。そ

の後、HF群を HF群と HF-N群の 2群

に分け、HF-N 群は高脂肪食から普通食

に切り替えた。HF群と N群は飼育開始

時と同じ餌のまま飼育し、25週目に解剖

を行った。飼育期間中は経時的に体重及

び食餌摂取量の測定を行った。脂肪組織、

肝臓、及び脾臓を採取し、重量を測定し

た。また血液から血清を採取し、ELISA

法にてレプチン、インスリン、及び

MCP-1の測定を行った。 

 

② 「食習慣と健康に関する女性３世代研

究」のデータを用いた睡眠と食事摂取量

及び健康関連 QOLとの関連の解析 

女性 3 世代研究のデータにおける 65

歳以上の高齢女性を対象とした解析を

行った。就寝時間及び起床時間から睡眠

中央時間を算出し、朝型・夜型（クロノ

タイプ）と食事摂取量、Center for 

epidemiologic studies depression 

(CES-D）scaleによるうつスコア、及び

SF-36による健康関連 QOLとの関連を

検討した。 



 

③ 「第 2 回 子ども生活実態基本調査，

2009」の二次分析における子どもの睡眠

と食事の検討 

東京大学社会科学研究所附属社会調

査・データアーカイブ研究センターSSJ

データアーカイブから〔「第 2回 子ども

生活実態基本調査，2009」（ベネッセ教

育総合研究所）〕の個票データの提供を

受け、睡眠と食事に関するデータの二次

分析を行っている。本研究では、子ども

の平日の睡眠中央時間及び睡眠時間に

ついて学年別・性別の検討を行うととも

に、食行動との関連について解析する。

日本の子どもの睡眠に関するデータは

少なく、食行動との関連について検討す

ることは、子どもの食と健康の関連を明

らかにしていく上で有意義である。 

 

４． 研究成果 

① 高脂肪食誘導性肥満マウスにおける解析 

HF群はN群と比較して有意に最終体重

が増加したが、HF-N 群は普通食への切り

替えによって体重が低下し、N群と比較し

て有意な差を示さなかった。脂肪組織につ

いては有意な差は認められなかったが、同

様の傾向が示された。血中レプチン値も体

重と同様の傾向を示したが、血中インスリ

ン値は HF-N 群が最も高い値を示した。

MCP-1 については、３群間に有意な差は認

められなかった。エネルギー制限によって

体重が減少しても血中因子は同様に変動

しない可能性がある。適正なエネルギー制

限のタイミングや期間について、またその

他の肥満によって変化する血中因子やア

ディポカインの変動についてさらなる解

析が必要である。 

 

 

 

②「食習慣と健康に関する女性３世代研究」

のデータを用いた睡眠と食事摂取量及び

健康関連 QOLとの関連の解析 

高齢女性の睡眠中央時間による朝

型・夜型傾向における食事摂取量の違い

は、過去の研究で行った若年女性の結果

と比較して少なかった。これらのことか

ら、クロノタイプと食事摂取量の関連性

は、年代によって異なることが示唆され

た。また高齢女性では夜型傾向であるほ

ど睡眠時間が短く、睡眠の質が悪かった。

CES-D scale によるうつの有無の検討

では、睡眠中央時間が遅い夜型傾向であ

るほどうつの人の割合が高かった。さら

に SF-36 による健康関連 QOL の評価

では、身体機能に関するスコアが夜型傾

向の人で低かった。各年代に特徴的な食

習慣や健康問題とクロノタイプの関連

について、さらに検討が必要である。 

 

③第 2 回 子ども生活実態基本調査，2009」

の二次分析における子どもの睡眠と食事の

検討 

５時間未満の短い睡眠時間が様々な生

活習慣病のリスクを上昇させることが

報告されている。平日の子どもの起床時

間は学校があるため小学生、中学生、高

校生とも一定の時間帯に集中している

が、就寝時間は学年が上がるにつれて遅

い子どもの割合が増加していた。高校生

では１２時３０分以降に寝る子どもの

割合が３割以上であった。子どもの年齢

が上がるにつれて平日では睡眠時間が

短くなっており、健康との関連について

さらなる検討が必要である。今後、平日

における子どもの睡眠中央時間の学年

による変化や食習慣との関連について

検討を行う予定である。 
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